
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

福崎町立 

柳田國男・松岡家記念館 

〒679-2204 

神崎郡福崎町西田原 

1038の 12 

電話：0790-22-1000 

☆☆入館案内☆☆ 

☆開館時間 

 9時～16時 30分 

  (入館は 16時まで) 

☆休館日 

 月曜日、祝日の翌日 

12月 28日～1月 4日 

☆入館料 

無 料 

 

記
念
館
で
は
、
４
月
９
日

（
土
）
～
５
月
31
日
（
火
）

ま
で
、
松
岡
映
丘
画
稿
展
を

開
催
し
ま
す
。 

 

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
古
典

文
学
」
で
す
。 

映
丘
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
古

典
文
学
作
品
の
一
場
面
を
描

い
て
い
ま
す
。 

 
 

平
成
28
年
度 
松
岡
映
丘
画
稿
展 

～
線
で
描
い
た
古
典
文
学
～ 

今
回
は
、『
竹
取
物
語
』
や

『
今
昔
物
語
』
な
ど
を
題
材

と
し
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。 映

丘
が
鉛
筆
や
筆
の
線
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
古
典

文
学
の
世
界
を
描
い
て
い
る

の
か
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

『竹取物語』 

國
男
の
昔
話
研
究 

館
日
記 

 

 

通
泰
は
、
井
上
家
の
家
業
で

あ
る
医
者
と
し
て
の
道
を
進

み
、
眼
科
医
と
な
り
ま
し
た
。 

15
歳
に
な
る
春
に
、
東
京
に

出
て
予
備
校
に
学
び
、
帝
国
大

学
医
科
大
学
に
入
学
し
、
勉
強

を
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
医
者
と
な
っ
た
通

泰
は
、
東
京
の
自
宅
で
医
院
を

開
業
し
、
28
歳
の
と
き
に
姫
路

病
院
の
眼
科
医
長
と
し
て
赴

任
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
30
歳
で
、
岡
山
に
あ

っ
た
第
三
高
等
学
校
医
学
部

（
岡
山
大
学
医
学
部
の
前
身
）

の
教
授
と
な
り
、
37
歳
で
辞
任

す
る
ま
で
、
研
究
生
活
を
送
り 

ま
し
た
。 

研
究
生
活
の
中
で
、
雑
誌

『
眼
科
新
知
識
』『
家
庭
衛
生

叢
書
』『
眼
科
瑣
談
』
が
生
み

出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
眼
科
新
知
識
』
は
、
眼

科
の
専
門
知
識
を
得
た
い
人

の
た
め
の
雑
誌
で
す
。 

そ
し
て
、
『
家
庭
衛
生
叢

書
』
は
一
般
の
人
が
衛
生
上

の
知
識
を
活
用
す
る
た
め
に

発
行
さ
れ
た
本
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
通
泰
は
、
眼

科
医
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
医
療
知
識
の
普
及
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

『
昔
話
と
文
学
』
は
、『
桃

太
郎
の
誕
生
』『
昔
話
覚
書
』

と
と
も
に
、
國
男
の
昔
話
研

究
３
部
作
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 國

男
は
、
こ
れ
ら
の
本
で

昔
話
が
説
話
の
成
立
に
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
っ
た
の
か
を

記
し
て
い
ま
す
。 

國
男
も
『
竹
取
物
語
』
に

関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

國
男
は
、「
竹
取
翁
」
と
い

う
論
文
を
書
い
て
お
り
、『
竹

取
物
語
』
と
富
士
信
仰
（
富

士
山
を
神
と
し
て
見
立
て
て

信
仰
す
る
）
と
の
関
連
を
考

え
て
い
ま
す
。 

こ
の
論
文
は
、『
昔
話
と
文

学
』
と
い
う
本
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

 

 

『昔話と文学』 

（創元社 昭和 13 年） 

 竹の中から生まれたかぐや姫は、おじ

いさんとおばあさんのもとで美しく育

ちます。ところが、ある日かぐや姫は自

分が月の人間であり、月からお迎えがく

ると打明けました。 

この作品は、月へ帰ろうとするかぐや

姫をおじいさんとおばあさんが泣いて

引きとめる場面が描かれています。 

４
月
９
日
（
土
）
に
、
第
10

回
民
俗
辻
広
場
ま
つ
り
が
、

開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

柳
田
國
男
生
家
で
は
、
12

時
か
ら
14
時
に
か
け
て
、
次

の
３
つ
の
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
。 ぜ

ひ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

眼
科
医 

井
上
通
泰 

会場となる柳田國男生家 

た
け
と
り 

①図書館応援隊 紙芝居グループ 

紙芝居「お礼にもらった鯛」 

「春日山城物語」 

②図書館応援隊 民話かたりべグループ 

民話のかたり「七種新田の怪」 

「かっぱの雨ごい」「おいてけ堀」 

「板坂の地蔵堂であった話」 

③ナルク福崎  

英語で落語「寿限無」 

『眼科新知識』 

（明治 39 年～明治 40 年） 

さ

だ

ん 

2016 年（平成 28 年） 4月 1 日 第 94 号 （入館無料施設）      福崎町立柳田國男・松岡家記念館発行 

こ
ん
じ
ゃ
く 

その２ 

そ

う

し

ょ 


